
第
十
一
節
　
高
校
第
二
期
再
編
の
流
れ
の
な
か
で

　
本
校
と
野
沢
南
高
校
の
再
編
統
合
を
含
む
第
二
期
再
編
計
画
は
、
長
野
県
高
等
学
校
将
来
像
検
討
委
員
会
（
山
沢
清
人
委
員
長
・
当

時
信
州
大
学
学
長
）
が
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
十
一
月
か
ら
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
三
月
ま
で
九
回
に
わ
た
る
委
員
会
の
議
論

を
経
て
ま
と
め
た
「
長
野
県
高
等
学
校
の
望
ま
し
い
将
来
像
に
つ
い
て
　『
審
議
の
ま
と
め
』（
最
終
案
）」
の
提
言
を
受
け
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
へ
て
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
三
月
に
成
案
と
し
て
発
表
さ
れ
た
「
高
校
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
改
革
『
学
び
の

改
革
　
基
本
構
想
』」
か
ら
始
ま
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
第
二
期
再
編
は
必
然
的
に
そ
れ
以
前
の
第
一
期
再
編
を
総
括
し
、

課
題
を
整
理
し
た
上
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
期
再
編
の
着
手
を
「
高
等
学
校
改
革
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
て
審
議
を
開
始
し
た
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
一
月
に
置
け
ば
、
こ
の
間
第
一
期
と
第
二
期
途
中
の
本
年
（
二
〇
二
三
年
）
ま

で
通
算
で
二
十
年
近
い
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
し
て
両
者
に
共
通
す
る
基
調
は
、
い
ず
れ
も
少
子
化
と
生
徒
の
多
様
化
へ
の
対

応
で
あ
り
、
高
校
の
再
編
統
合
と
い
う
現
実
の
痛
み
を
と
も
な
う
改
革
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
初
め
に
、
旧
第
六
通
学
区
に
お
け
る
第
一
期
再
編
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
十
一
世
紀
初
頭
の
野
沢
北
高
校
を
取
り
巻
く

高
校
の
地
勢
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。

一　

第
一
期
再
編
計
画
と
旧
第
六
通
学
区

　
先
述
し
た
と
お
り
、
第
一
期
長
野
県
高
等
学
校
再
編
計
画
は
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
一
月
に
設
置
さ
れ
た
「
高
等
学
校
改

革
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
」
が
、「
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
」
と
「
高
校
の
規
模
と
配
置
の
適
正
化
」
さ
ら
に
「
新
た
な
校
種
へ
の
転
換
」
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を
柱
と
す
る
「
高
校
改
革
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
最
終
報
告
」
を
提
出
し
た
二
〇
〇
五
年
三
月
か
ら
具
体
的
に
動
き
は
じ
め
る
。
そ
し

て
こ
の
最
終
報
告
の
提
言
に
よ
っ
て
四
通
学
区
毎
に
つ
く
ら
れ
た
市
町
村
長
や
教
育
委
員
、
保
護
者
、
学
校
長
等
で
構
成
す
る
「
高

等
学
校
改
革
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
」
は
、
再
編
統
合
の
候
補
校
と
総
合
学
科
高
校
や
多
部
制
・
単
位
制
高
校
へ
の
転
換
を
進
め
る
候

補
校
の
選
定
に
つ
い
て
検
討
し
、
二
〇
〇
六
年
早
々
に
通
学
区
毎
の
報
告
書
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
、
対
象
と
な

っ
た
高
校
の
同
窓
会
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
反
対
運
動
に
発
展
し
て
い
く
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
二
〇
〇
六
年
の
九
月
県
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
九
件
の
再
編
関
連
議
案
の
内
六
件
が
不
同
意
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
混
乱
を
収
拾
す
る
た
め
、
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
六
月
、
県
教
育
委
員
会
定
例
会
は
「
高
等
学
校
改
革
プ
ラ
ン
の

今
後
の
進
め
方
」
を
承
認
す
る
。
そ
し
て
こ
の
「
進
め
方
」
で
は
二
〇
〇
五
年
の
「
最
終
報
告
」
を
基
本
に
据
え
て
継
続
し
て
高
校

再
編
を
進
め
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
再
編
の
新
た
な
基
準
を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
凍
結
し
た
六
件
に
つ
い
て
は
い
っ
た
ん
取
り
下

げ
て
再
考
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
急
激
な
動
き
は
、
旧
第
六
通
学
区
に
も
動
揺
を
も
た
ら
し
た
が
、
最
終
的
に
は
蓼
科
高
校
と
望
月
高
校
の
統
合

お
よ
び
野
沢
南
高
校
の
多
部
制
・
単
位
制
高
校
へ
の
転
換
計
画
は
白
紙
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
県
教
委
は
長
野
県
高
等
学
校
長
会
の

意
見
で
あ
る
「
高
校
再
編
に
つ
い
て
（
最
終
ま
と
め
）」（
二
〇
〇
八
年
一
月
）
お
よ
び
「
高
等
学
校
再
編
計
画
の
骨
子
」（
二
〇
〇
八
年
九
月
）

の
策
定
を
経
て
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
六
月
「
高
校
生
の
明
日
を
ひ
ら
く
県
立
高
校
の
創
造
　
第
一
期
長
野
県
高
等
学
校
再

編
計
画
」
を
公
表
し
、
旧
十
二
通
学
区
毎
に
具
体
的
な
再
編
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
旧
第
六
通
学
区
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
前
年
の
「
計
画
の
骨
子
」
に
次
の
二
つ
の
望
ま
し
い
方
向
が
示
さ
れ
た
。

　
①
都
市
部
周
辺
に
立
地
す
る
生
徒
の
確
保
が
困
難
な
小
規
模
高
校
を
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
化
す
る
。

　
②
佐
久
市
街
地
の
高
校
を
一
減
と
し
て
専
門
学
科
に
統
合
し
て
い
く
。
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そ
し
て
こ
の
二
つ
の
方
向
を
受
け
、十
四
回
に
わ
た
っ
て
佐
久
地
域
の
教
育
課
題
を
協
議
し
た「
佐
久
の
中
等
教
育
を
考
え
る
会
」

（
新
津
真
澄
会
長
・
四
五
回
卒
）
の
「
最
終
ま
と
め
」（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
を
あ
ら
た
め
て
追
認
し
て
次
の
様
に
述
べ
、
よ
う
や
く
第
一

期
高
校
再
編
計
画
は
着
地
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
二
十
五
年
度
以
降
、
北
佐
久
農
業
高
校
、
臼
田
高
校
お
よ
び
岩
村
田
高
校
工
業
科
を
再
編
統
合
し
、
臼
田
高
校
の
校
地
も
利
用
し
て
、
総
合

技
術
高
校
を
設
置
す
る
。
岩
村
田
高
校
は
普
通
科
と
す
る
。

　
こ
う
し
て
、
旧
第
六
通
学
区
で
は
第
一
期
再
編
に
よ
っ
て
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
四
月
一
日
に
佐
久
平
総
合
技
術
高
校
が
開
校
、

ま
た
小
規
模
高
校
の
再
編
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
望
月
高
校
が
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止

さ
れ
長
野
西
高
等
学
校
通
信
制
サ
テ
ラ
イ
ト
校
と
な
っ
た
。

二　

旧
第
六
通
学
区
の
深
刻
な
少
子
化

　
先
述
し
た
と
お
り
、
第
一
期
再
編
か
ら
第
二
期
再
編
に
か
け
て
、
基
調
と
な
っ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
少
子
化
へ
の
対
応

で
あ
る
。「
第
一
期
長
野
県
高
等
学
校
再
編
計
画
」（
二
〇
〇
九
年
六
月
）
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
「
長
野
県
高
等
学
校
再
編
計
画
の
骨

子
」
に
よ
れ
ば
、
旧
第
六
通
学
区
に
お
け
る
二
〇
〇
八
年
三
月
の
予
測
で
き
る
中
学
校
卒
業
生
数
は
、
二
三
七
五
人
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
と
き
、
佐
久
市
内
三
校
の
募
集
学
級
数
は
野
沢
北
七
学
級
、
岩
村
田
七
学
級
、
野
沢
南
六
学
級
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

第
二
期
再
編
の
実
質
的
な
開
始
で
あ
る
「
高
校
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
改
革
『
学
び
の
改
革
　
基
本
構
想
』」
の
発
表
さ
れ
た
二
〇
一

七
年
に
は
、
表
の
と
お
り
中
学
校
卒
業
生
数
は
二
〇
四
七
人
に
減
少
、
佐
久
市
内
三
校
の
募
集
学
級
数
も
現
在
と
同
数
の
野
沢
北
五

学
級
、
岩
村
田
五
学
級
、
野
沢
南
五
学
級
と
な
り
小
規
模
化
が
進
ん
だ
。
こ
の
間
の
減
少
率
は
お
よ
そ
十
四
％
、
そ
し
て
こ
の
減
少

率
が
二
〇
三
五
年
ま
で
に
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
加
え
て
こ
の
地
域
か
ら
は
、
小
学
校
卒
業
時
に
県
内
外
の
公
私
立
中
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学
へ
、
さ
ら
に
中
学
卒
業
時
に
県
内
外
公
私
立
高
校
へ
流
出
が
止
ま
ら
な
い
現
状
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。
特
に
小
学
校
卒
業

時
の
流
出
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
こ
の
地
域
の
小
学
校
を
卒
業
し
て
通
学
区
に
属
す
る
公
立
中
学
校
以
外

に
進
学
し
た
生
徒
は
、
附
属
屋
代
中
学
十
一
人
、
佐
久
長
聖
中
学
五
十
七
人
、
新
島
学
園
中
学
十
七
人
、
そ
の
他
五
人
で
計
九
十
一

人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
時
代
不
登
校
で
あ
っ
た
生
徒
が
通
信
制
高
校
を
選
択
す
る
例
が
増
加

し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
最
近
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
佐
久
地
区
の
公
立
高
校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
重
な
っ
て
募
集
定
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
高
校
の
魅
力
の
一
つ
は
そ
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
あ
る
。「
学
び
の
改
革
　
基
本
構
想
（
案
）」（
二

〇
一
六
年
）
で
県
教
委
は
都
市
部
普
通
校
に
つ
い
て
は
六
学
級
以
上
が
望
ま
し
く
、
八
学
級
規
模
の
学

校
の
設
置
も
目
指
す
と
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
疑
義
を
表
明
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
補

足
説
明
で
、
学
習
活
動
で
理
科
を
例
に
と
り
、
定
数
に
関
す
る
標
準
法
上
配
置
で
き
る
教
員
が
八
学
級

規
模
で
八
～
九
人
、
六
学
級
規
模
で
六
人
程
度
、
四
学
級
規
模
で
三
人
程
度
と
な
り
、
小
規
模
校
に
な

る
程
専
門
性
を
有
す
る
教
員
か
ら
生
徒
の
学
ぶ
機
会
が
減
る
こ
と
を
指
摘
し
、
危
惧
を
表
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
物
理
、
化
学
、
生
物
、
地
学
で
発
展
科
目
（
選
択
科
目
）
を
開
講
し
て
い
る
割
合
が
、
八
学
級

規
模
で
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
六
学
級
で
は
七
十
％
、
五
学
級
で
は
六
十
％
、
さ
ら
に
四

学
級
規
模
の
学
校
で
は
〇
％
で
あ
る
と
し
、
学
級
規
模
と
教
育
の
享
受
内
容
の
相
関
を
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
生
徒
会
活
動
や
部
活
動
（
ク
ラ
ブ
数
）
で
も
影
響
が
お
よ
ぶ
。
都
市
部
校
が
学
校
規
模
を
維

持
・
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
教
育
力
を
高
め
、
良
質
の
教
育
を
生

徒
に
提
供
す
る
た
め
に
も
、
再
編
統
合
が
必
要
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

旧第６通学区の中学校卒業者数の予測（2017～2035）

年 2017
（H29）

2020
（R2）

2025
（R7）

2030
（R12）

2035
（R17）

卒業者数（人） 2,047 1,874 1,753 1,524 1,303

2017年比 ― －173 －294 －523 －744

減少率（％） ― 8.5 14.4 25.5 36.3
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三　

県
教
委
、
第
二
期
再
編
計
画
立
案
へ

　
さ
て
、
第
二
期
再
編
計
画
は
、
先
述
し
た
と
お
り
長
野
県
高
等
学
校
将
来
像
検
討
委
員
会
が
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
三
月
に

発
表
し
た
「
長
野
県
高
等
学
校
の
望
ま
し
い
将
来
像
に
つ
い
て
　『
審
議
の
ま
と
め
』（
最
終
案
）」
の
提
言
を
基
調
に
動
き
始
め
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
最
終
案
が
単
に
第
二
期
再
編
開
始
の
端
緒
と
な
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
『
二
十
一
世
紀
型
教
育

の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
て
』
と
う
た
っ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
も
つ
づ
く
長
野
県
の
高
校
教
育
改
革
の
理
念
お
よ
び
基
本

方
針
を
端
的
に
示
す
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
提
言
の
「
は
じ
め
に
」
の
な
か
で
、
山
沢
清
人
委
員
長
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
我
々
が
重
視
し
た
の
は
、
次
期
の
高
校
再
編
計
画
を
、
少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
の
単
な
る
縮
小
・
統
廃
合
計
画
と
す
る
の
で
は
な
く
、
今
時
の

激
変
を
、
長
野
県
の
高
校
教
育
を
二
十
一
世
紀
型
学
力
を
育
む
教
育
に
改
革
す
る
た
め
の
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
二
十
一
世
紀
型
学
力
と
は
、
翌
年
（
二
〇
一
七
年
）
三
月
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
て
中
央
教
育
審
議
会
が
提

唱
し
た
「
新
し
い
学
力
観
」
を
前
提
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
時
代
の
新
し
い
資
質
・
能
力
は
「
生
き
て
働
く
知
識
・
技
能
の

習
得
」「
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
」「
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る
学
び

に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
の
涵
養
」
を
と
お
し
て
育
成
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
り
、「
最
終
案
」
も
ま
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

高
度
情
報
化
が
進
む
知
識
基
盤
社
会
を
主
体
的
に
生
き
抜
い
て
い
く
力
を
育
む
」
こ
と
を
基
軸
に
、
従
来
の
知
識
偏
重
の
学
力
を
変

革
す
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
る
。「
最
終
案
」
に
お
け
る
長
野
県
の
高
校
将
来
像
の
具
体
的
な
基
本
方
針
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
提

言
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

　
①
高
校
再
編
と
学
び
の
改
革
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
る
高
校
生
に
ふ
さ
わ
し
い
質
を
新
校
の
教
育
に
求
め
る
。

　
②
全
て
の
高
校
で
探
究
的
な
学
び
を
実
現
し
て
い
く
。
ま
た
、
県
内
各
地
の
け
ん
引
役
と
な
る
高
校
に
探
究
科
を
置
く
。
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③

中
山
間
地
の
高
校
と
都
市
部
の
高
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
存
在
の
意
味
と
性
格
の
違
い
を
考
慮
し
、
異
な
っ
た
再
編
基
準
を
設

け
る
。
　

　
こ
れ
ら
の
観
点
は
、
い
ず
れ
も
以
後
の
方
針
や
計
画
の
骨
格
と
し
て
、
県
教
委
に
と
っ
て
今
日
ま
で
全
県
の
再
編
統
合
を
推
進
す

る
道
標
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
長
野
県
教
育
委
員
会
は
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
以
降
、
新
し
い
学
び
の
あ
り
方
と
再
編
統
合
に
つ
い
て
、
基
本
的
な

考
え
方
を
繰
り
返
し
精
力
的
に
発
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
地
域
説
明
会
を
と
お
し
て
全
県
に
周
知
を
図
ろ
う
と
し
て
き
た
。

発
表
さ
れ
た
施
策
の
タ
イ
ト
ル
と
そ
の
概
要
を
次
に
記
し
て
お
き
た
い
。

二
〇
一
七
年
三
月
　
　

「
高
校
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
改
革
『
学
び
の
改
革
　
基
本
構
想
』」

　
〇
新
た
な
教
育
の
推
進
と
新
た
な
高
校
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
方
針
の
表
明

　
〇
探
究
的
な
学
び
（
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
）
の
全
県
へ
の
浸
透

　
〇
都
市
部
存
立
校
と
中
山
間
地
存
立
校
の
性
格
と
再
編
基
準
の
明
確
化
　

　二
〇
一
七
年
十
一
月

「
県
立
高
校
『
学
び
の
改
革
　
実
施
方
針
』
策
定
に
む
け
て
」

　
〇
全
て
の
県
立
高
校
に
お
い
て
三
つ
の
方
針
（
生
徒
育
成
方
針
、
教
育
課
程
編
成
・
実
施
方
針
、
生
徒
受
け
入
れ
方
針
）
を
策
定
し
公
表

　
〇
入
学
者
選
抜
制
度
改
革
の
実
施
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